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               審   査   の   要   旨 
 
 
 本論文では、物理化学的な条件の制御が困難であったセメント微粒子を含むモデル濁水の調製
方法を確立し、コロイド工学的手法から極超微粒子セメント、高性能減水剤、天然有機系高分子
凝集剤、そしてろ過砂間の相互作用について基礎的な理解を深化させている。凝集沈殿処理の検
討において、天然有機系高分子凝集剤の除去性能に対し、イオン強度および攪拌強度の影響を粒
子間相互作用の観点から説明している。また、ろ過処理においては、イオン強度の増加とともに
除去率が向上する要因を極超微粒子セメントとろ過砂の相互作用ポテンシャルの観点から説明
している。これらの基礎的な知見が蓄積される一方で、実務における凝集沈殿操作および砂ろ過
操作の有効性および管理手法について新たな知見が得られている。 
本論文を通じて実施されたコロイド工学的観点に基づく微粒子間の相互作用の基礎的研究は、
濁水制御の実務においても重要であることが浮き彫りにされており、基礎的研究と実務とを繋ぐ
幅広い取り組みとして学術的に高く評価できる。 
令和２年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
